









企画講師（敬称略）：田中　千穂子 ／ 花クリニック　臨床心理士、文学博士








№14305








プ


ロ


グ


ラ


ム


�
日　程�
時　間�
テ　―　マ�
�
�
10月１２日


（日）�
13:00～17:30�
初日も２日目も、私自身が考えていることを講義として提示しつつ、提出していただいたケースを織りまぜながら進めてゆきたいと考えています。�
�
�
10月１３日


（月・祝日）�
 9:00～12:00�
同　     上�
�
�
�
12:00～13:00�
昼　　食（各自でおとりください）�
�
�
�
13:00～16:00�
事例検討・講義ほか�
�
※ 講義の途中、１～２時間の単位で、適宜休憩時間を入れます。


※ 事例提出用紙につきましては、事務局にお問合せ願います。（HPの申込書欄から取りだせます）


※ 要件を満たした場合は、臨床心理士資格認定協会にワークショップ承認申請をします。





子ども・専門講座５





人の成長発達を関係性という視点から捉える、という試みでこの講座をスタートさせて８年目を迎えました。毎年、私自身の講義と、みなさまから出していただいたケースをご一緒に検討してゆくというスタイルで行っています。今年は、「発達障碍のある子どもと親の関係性」というテーマをとりあげました。


いま、子どもからおとなまで、医療や心理治療の相談で一番多いのは、発達障碍に関する相談だと思います。発達障碍、すなわち発達のかたよりは、量や質の違い、また障碍という名称がつくほど重篤であるか否かをはずせば、誰でもがもっているものなので、そこに注目の集まっている今日、もっとも目立つからだろうと思います。この発達障碍をめぐる相談については、私はいくつかの問題を感じています。


まず第１には、いまだにただ診断だけが告知され、具体的な対応が抜け落ちた診療がかなりあること。２つめは、発達障碍は個人の特性だからと、その部分だけをトレーニングや教育的関わりで対応することが多く、関係性の視点を含めて個別にていねいに関わることがいまだになお軽視されていること。３つめは、発達障碍の問題は本人がそれを困ったと実感し、何とかしないといけない、とひたひたと本気で考えるようになる時が、その問題にとりくむ時期です。そこがずれると子どもにとって、「余計なお世話」にしかなりません。つまり、いつ、何をどう援助するかは、本人のペースやタイミング、個別性を総合して、ていねいに検討されなければならないのです。しかしこの点で、問題の解決を急ぐ親と子どもの間でトラブルが起こっているように思われます。これはつまり、発達障碍の改善をめぐって生じた、あらたな家族内の問題です。こういった要因を含めて私たちは、子どもへのセラピーだけでなく、親への助言や家族全体への心理支援を考える必要があると思います。


私たちがもっとも学ぶことができるのは、実際のケースからです。そこで今年は、広く上記のような課題でセラピストが悩んだり迷ったりしているケースを募集します。それをもちよって、みんなでどのようにしていったらよいか、考えてみたいと思います。  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪田中　千穂子≫





期　　日：２０1４年１0月１２日（日）～１３日（月・祝日）


対　　象：臨床心理士・看護師・保健師・保育士・相談員・教師など、医療や福祉・教育・相談・


　　　子育て支援などに携わっている専門家、大学院生、および関心のある方々


定　　員：５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料：１２,０００円（税込み）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　　催：明治安田こころの健康財団


会　　場：明治安田こころの健康財団 講義室　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３-１９-１０　  03-3986-7021


ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約7分





関係を育てる心理臨床


～発達障碍のある子どもと親の関係性～














